
平
塚
市
社
会
福
祉
同
町
議
会
は
、
二
月
二
十
九
日
、
市
民
セ

ン
タ
宇i

に
、
同
協
議
会
創
立T周
年
記
念
弐
典
を
乱
げ
、

「
い
ま
だ
に
、
日
の
あ
た
ら
な
い
多
く
の
人
々
の
問
題
が
数

多
く
あ
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
、
今
後
さ
ら
に
地

域
繕
祉
の
鑓
進
に
つ
と
め
た
い
。
こ
の
た
岳
に
泊
、
市
民
の

協
力
を
得
た
い
」
と
す
る
ア
ッ
ピ
ー
ル
を
一
げ
な
う
と
問
時
に

社
会
磁
祉
に
対
ナ
る
良
閥
解
蕊
奉
仕
者
二
十
団
体
と
十
七
名

〈
ヒ
の
写
麗
)
社
会
福
祉
功
労
者
五
十
四
名
を
ト
表
彰
し
ま
し
た

社
会
磁
祉
協
議
会
は
、
公
私
の
社
会
慢
祉
施
設
・
社
会
福

祉
関
係
団
体
・
民
生
委
員
な
ど
社
会
福
祉
事
伎
者
・
社
会
福

祉
事
業
に
関
心
を
も
っ
市
民
な
ど
を
会
員
と
し
て
、
昭
和
一
一

寸
八
年
に
向
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
事
業
団
体
で
す
。
現
在
参

加
会
員
は
、
民
生
開
店
哨
委
員
百
四
十
名
の
ほ
か
、
社
一
会
福
祉

関
係
団
体
十
一
団
体
、
局
関
係
筋
設
十
一
、
市
な
ど
関
係
行

政
機
関
一
一
で
、
会
長
は
加
藤
市
長
が
就
任
し
て
お
り
、
福
枇

事
務
所
の
外
郭
団
体
と
し
て
中
心
的
帯
夜
。
事
業
も
、
生
活

に
図
る
人
の
憎
み
を
解
決
す
る
む
岡
田
ご
と
相
討
憲
一
月
二
闘
の

関
鰻
を
は
じ
め
、
同
店
前
槌
祉
事
業
、
老
人
福
祉
事
業
、
身
体
障

害
者
の
援
助
事
業
、
低
所
得
者
の
自
立
選
箆
を
ね
ら
う
し
あ

わ
せ
を
高
島
る
運
動
、
世
帯
出
民
正
資
金
、
嬰
援
護
者
に
封
ず

る
援
助
、
社
会
福
祉
施
設
に
働
く
職
員
福
利
厚
些
事
業
、
共

同
募
金
平
日
赤
運

動
に
封
ナ
る
協

力
、
歳
末
た
ナ
け

あ
い
運
動
、
旅
費

欠
)
7
A
ぎ
に
対
す
る

援
助
、
就
学
問
均
一
屯

に
対
す
る
援
助
、

繁
窓
・
災
害
援
助

な
ど
と
く
に
低
午
所

得
者
や
援
護
を
必

要
と
し
て
い
る
め

ぐ
ま
れ
な
い
人
た

ち
を
対
象
に
は
ば

の
広
い
活
議
官
み

せ
て
い
ま
ナ
。
さ

ら
に
奨
化
運
設

や
、
社
会
時
祉
筋

設
団
体
の
勧
成
に

ま
で
手
を
の
ば
し

て
お
り
、
今
回
の

十
周
年
記
念
式
典

は
、
心
か
ら
お
祝

い
を
い
え
る
あ
つ

ま
り
で
し
た
。
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騒今月 8 ベージ顕

②ページ・教科書の賄斜配布、社協

10局年で表彰された人たちなど

③ページ・座禅'11改 1庫県の手へ、市

議会臨時会の結果、市民諜窓口利

用の要領など。 I

.G)ベージ・し索処理チケット配布、

留保と障害者手帳の盟主新、巣立つ

わこうどのつどい、行政相談所開

設、春の湘南平撮影会

⑤ページ・入学式、環境美化大会、

納税貯蓄組合表彰式、市民文芸圭入

選作、毘定資護課税台帳縦覧短期

(J)ページ・国民年金の前納期j室、予 l 

筋注射、青年学級生公募君主ど。

③ページ・よい青少年をたたえる遼

動、声のひろば、教湾相談、新平

主 E 土記、広報紙入選宜ど。
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教

人権擁護委員が専門的

な法偉のど穏談にm;じ

ます…毎月第 1 土器・

13時から、議事裳第 2
会議室(担当市民課〕

を無料仁

つお、 〈費者3 種郵便物認可〕 第 i特号 (2) 

社会福祉協議会創立10)穏年にあたって表彰された人たち
ここに紹介する人たちは、平塚市社会議祉協議会をとおして、市内の福祉
施設やめぐまれない人たちに必の詑療を綴った人たちです。社会福祉{私
自雪中銭係者豊富轟の草壁任において行なうべ務ものがあ、ぇ、ここにあげた人た
ちのような数多くの華審理母の芋によって支え合われなければ、それを受ける
人たちなよりあたためることはできないのです。〔敬祢賂)

( 1 めんの写真を蓄量照してくだ喜い。〉

事 i 事



A
A
P

〉

L
P
1・
為

h

、

E
F

す
j

ノ
i
β

セ
乙

L

蒙
(
寸
人

窓
口
利
用
は
こ
ん
な
要
領
で
!

0
3
一
昨
年
の
一
月
、
市
役
所
五0
・
・
あ
た
ら
し
い
庁
舎
へ
お
い
で

酪
玄
関
の
窓
口
に
、
建
物
の
ゆ
る
ナ
い
た
だ
く
ま
で
の
鶴
、
現
在
の
市
民

限
り
の
長
い
カ
ウ
ン
タ
ー
を
つ
く
諜
の
窓
口
舎
で
幸
る
だ
け
じ
よ
う
ず

り
、
来
庁
ず
る
市
民
の
便
利
を
ほ
か
に
ご
利
用
い
た
~
だ
君
、
係
職
員
の
努

E
E

っ
て
か
ら
一
一
年
た
ち
ま
し
た
。
こ
と
力
を
よ
り
い
か
し
て
い
九
」
だ
き
た
一
寸

1
1
ι

し
の
秋
に
は
新
市
庁
番
が
完
成
し
、
ぃ
。
ー
ト
本
日

も
っ
と
十
分
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
で
G
e
e
-
い
ま
市
民
課
の
窓
口
事
務
は
タ
i

に
レ

嘗
る
予
定
で
す
。
「
受
付
」

i

「
作
成
」i
「
発
行
」
ナg0

・
市
民
諜
の
窓
口
は
、
来
庁
ナ

建
設
課
は
、
土
震
を
流
れ
る
金
白
川
支
流
座
禅
川
の
中
沢
橋
か
ら
よ
流
一
・
七

キ
ロ
れ
鶴
が
、
あ
ら
た
に
建
設
脅
か
ら
砂
開
山
田
畑
定
地
の
措
定
を
受
け
、
今
後
こ

の
土
地
の
監
福
田
・
砂
防
設
備
の
管
忽
維
持
・
砂
防
法
修
工
事
等
は
県
の
手
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
発
表
し
ま
し
た
。

第 1特号

品の手へ

〈第3畿郵便物認可〉

~.~政修主

昔、竺::>

は砂跡指定地

平
塚
市
開
発
公
社
@

寝号室公与こ
なを社べと
ど三三 iこ i し
十億市ス初
六円有をの
警と署平市
主とを均識

をめ発七会
前るり 議
決案渡八時
し、ナ九会

ま3)築バが
し三、: 、

た十③セ二
。八平ン月
年塚ト二
愛市幸i 十
日開哲一
般発あ包
会公げひ
言十社るら
第に案か
七対、れ
ず欠す⑦ 、

3詰る BCD
古口市本最

警の覆蔵
補 f言質

量重重量

一

主i主füj

転
患
十
t!D 
G 
L犬
伏i

{
J
-も
し
、
受
付
を
す
ま
せ
て
か

い
口
、
あ
ま
り
時
間
か
か
か
る
と
き
や

池
の
山
刑
事
で
待
合
室
か
ら
外
出
さ
れ

る
と
き
は
、
忠
の
た
め
、
受
付
の
係

諸
国
同
に
こ
と
ば
を
お
か
け
く
だ
さ

い
。
山
市
全
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、

利
用
す
る
市
民
み
本
さ
ん
と
係
職
員

の
呼
吸
が
あ
え
ば
、
市
{
民
諜
窓
口
は

も
っ
と
み
本
さ
ん
の
お
気
に
召
す
も

の
と
怠
る
は
ず
で
す
。
市
民
課
の
織

援
も
そ
れ
を
の
ぞ
ん
で
ハ
ま
ナ
。
よ

ろ
し
く
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で
い
ま
ナ
。
一

軍
伝
察
の
配
布
は
一
一
一
月
中
旬
に
終
わ
る
一

予
定
.
…

曹
住
所
変
麗
後
、
清
掃
課
に
変
更
字
統
一

き
の
す
ん
で
い
注
い
家
臨
帯
、
申
し
一

込
み
手
続
き
の
と
意
地
番
に
ま
ち
が
一

い
な
ど
の
あ
る
は
あ
い
な
ど
は
、
新
一

伝
祭
が
と
ど
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
一

曹
三
月
十
五
臼
高
官
過
ぎ
て
も
と
ど
か
な
一

昨
革
四
月
、
清
掃
諜
が
、
し
尿
く
み
一
た
一
連
の
酒
盛
示
封
お
は
ば
に
敬
替
さ
一
制
度
の
好
成
績
を
手
が
か
り
と
し
て
二
い
ば
あ
い
は
、
清
掃
課
ま
で
お
こ
し
一

取
り
に
対
す
る
市
民
の
不
織
を
解
消
ナ
一
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
ゐ
の
で
一
今
後
も
こ
の
制
度
を
続
け
て
い
く
と
の
一
い
た
だ
曹
た
い
。
一

る
室
、
警
が
く
み
取
り
の
っ
と
繁
一
ナ
。
こ
れ
に
は
、
事
会
社
自
身
に
よ
一
方
針
重
量
、
一
一
一
十
空
襲
喜
一
帯
一
一
一
十
八
益
金
大
高
ま
ら
一

底
か
ら
判
明
金
を
あ
っ
品
目
て
い
た
従
来
の
一
る
抽
出
器
へ
の
努
力
も
あ
り
ま
し
た
し
、
一
警
官
三
月
中
に
会
家
路
に
発
送
し
ま
一
一
一
一
十
九
年
一
一
万
ま
で
)
の
清
掃
手
数
…

方
滋
を
金
属
し
、
家
庭
で
は
市
役
所
発
一
大
神
清
掃
作
業
所
の
能
力
の
売
実
な
ど
一
ナ
。
も
し
二
一
一
月
中
に
新
聞
一
製
品
官
入
手
一
戦
に
未
納
分
が
あ
る
お
宅
は
、
こ
の
一

行
の
チ
ケ
ッ
ト
を
も
っ
て
警
官
に
対
ナ
一
も
、
か
げ
で
大
嘗
な
支
え
と
杏

ν

ま
一
し
な
い
方
が
あ
る
と
き
は
、
清
縛
諜
へ
一
一
一
一
月
を
機
会
に
至
急
清
算
い
た
だ
章
一

る
制
料
金
支
払
い
に
か
え
れ
ば
よ
い
こ
と
一
し
た

e

一
台
い
で
く
だ
さ
い
。

F
襲
新
に
あ
え
た
い
。
一

に
し
た
し
版
く
み
取
担
の
伝
票
制
度
一
清
掃
諜
で
は
、
し
炭
く
み
取
担
伝
察
一
っ
て
溝
橋
諜
で
は
、
次
の
詮
議
を
出
し
一
一

は
二
」
の
一
蓄
に
、
市
民
の
好
評
を
一

I
l
l
i
-
-
1
1
!
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1

一

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
市
当
一
証
が
と
ど
吉
次
第
、
か
な
ら
ず
援
部
の
一

清
掃
会
社
の
環
議
員
が
金
銭
毒
わ
一
四
月
か
ら
青
色
に
一
窓
口
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一

程
く
な
っ
た
ほ
か
、
く
み
取
り
制
金
は
一
一
い
ま
ま
で
の
黄
色
の
被
保
険
者
誌
は
一

一
留
保
の
被
保
険
者
援
一
一

家
庭
か
ら
一
定
額
を
市
役
所
へ
払
い
込
一
一
新
保
検
証
を
手
に
さ
れ
た
あ
と
、
保
険
一

め
ば
よ
く
、
清
掃
会
社
は
、
家
庭
が
そ
一
関
民
日
開
康
保
険
の
被
保
険
者
証
も
か
一
一
一
斉
か
ら
剖
引
き
続
い
て
四
月
も
医
師
刷
一
税
の
徴
収
員
か
市
役
所

a
支
所
・
出
張

の
つ
ど
確
認
印
を
お
し
て
切
る
伝
禦
を
一
わ
り
ま
す
。
現
在
使
用
中
の
黄
色
の
綾
一
の
治
療
を
受
け
る
人
は
、
新
被
保
検
者
叩
閉
山
へ
か
え
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

証
拠
議
類
と
し
て
、
糾
金
を
ま
と
め
て
一
保
険
者
誌
は
、
こ
の
一
一
一
月
三
十
一
日
で
一

市
役
所
に
請
求
す
る
こ
と
に
し
た
た
一
有
効
期
限
が
曹
れ
、
四
月
一
回
か
ら
は
一
1
;

め
、
不
話
番
一
ぅ
ナ
脅
色
の
あ
た
ら
し
い
被
保
険
誌
を
一
陣
審
審
手
犠
も
一
史
新

金
の
諸
訳
や
、
一
便
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
ナ
。
一

不
完
盆
な
く
み
一
国
民
健
康
保
検
揮
で
は
、
こ
の
新
保
一
厚
生
者
は
、
飽
和
一
一
十
九
年
九
月
了
し
て
い
る
も
の
が
多
い
な
ど
の
理
由
に

取
担
、
不
明
晶
一
段
者
一
祉
を
一
一
一
月
三
十
日
か
三
十
一
日
ご
一
白
以
前
に
発
行
し
た
身
体
障
害
者
手
緩
一
よ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

な
作
議
員
の
態
一
ろ
、
加
入
各

C

家
庭
に
む
け
郵
送
し
ま
一
の
更
新
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
通
知
し
一
補
祉
事
務
所
の
し
ら
ペ
だ
と
、
こ
れ

度
、
く
み
取
り
一
ナ
。
お
と
ど
け
す
る
背
告
の
被
蝉
険
者
一
て
吉
ま
し
た
。
こ
の
麗
新
は
、
①
笛
い
一
に
該
当
す
る
市
内
の
晶
司
枠
鶴
官
官
者
は
約

図
説
の
不
足
な
一
鉱
山
弘
、

A「
向
間
二
ニ
十
九
・
四
十
両
年
度
に
一
手
銀
は
、
記
入
し
て
あ
る
隠
筈
名
平
日
開
一
一
一
一
百
五
十
名
、
こ
の
う
ち
と
く
に
診
断

ど
、
市
民
の
非
一
わ
た
る
ニ
年
間
有
効
の
も
の
で
す
か
一
審
の
等
級
な
ど
が
境
行
法
と
あ
わ
な
く
一
を
援
す
る
と
患
わ
れ
る
人
に
は
通
知
を
一

燥
を
か
っ
て
い
一b大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
な
っ
て
い
る
、
②
長
く
使
用
し
て
破
損
一
出
し
ま
し
た
。
通
知
を
受
け
取
ら
な
い

一
該
当
者
は
、
新
表
明
に
は
る
写
真
が
必

一
要
と
な
り
ま
ナ
。
写
真
の
大
き
さ
は
タ
一

一
千
四
セ
ン
チ
×
ヨ
コ
三
セ
ン
チ
の
も
の
一

安
一
串
間
近
写
し
た
も
の
が
あ
む
ま
し
た
ら
、

り
一
議
-
一
回
に
氏
名
宇
記
し
て
、
滋
祉
事
務
所
一

純
一
あ
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
写
真
の
な
い
一

も
一
人
に
つ
い
て
は
、
福
祉
事
務
所
で
写
し

叫
一
て
さ
し
あ
げ
る
檀
備
を
し
て
い
ま
ナ

e

一

苫
。
一
手
帳
箆
新
開
制
限
は
一
一
一
月
三
十
一
日
ま
で
一

語
一
新
年
度
と
な
る
四
月
一
日
か
ら
は
、
新
一

・
し
一
手
般
若
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
一

築
押
一

伎
を
一
ま
ナ
。
一

種
閉
山
一
般
肘
県
か
ら
転
入
さ
れ
た
入
、
市
一

党
一
皇
居
や
死
亡
ざ
れ
た
人
な
ど
で

4

一

し
て
こ

の
し
、
三

一
酔
銀
、
出

好
磁
一

(4) 

帯
民
の
非
難
改
善
で
き
た

は
新
票
く
ば
る

第 149 号(第 3 種郵便物認可〉

わ

事 i 事

みなさんの苦情 e 意見・ 3喜堅苦どおききします

行政相談委員が

国・累・ 7有のしごとに対する

一午後3 時@照夫。っときは22 臼

端龍平(平塚駅前からパスで 20分)

要領 e 主題は湘南平を恥心とした観

するもの。第主部モノク口一ム問、ソ

カラープリントキャビネ)っ応募期限

送り先は三子塚新措1195平塚市f支所ffi奇

観光協会または、市内カメラ商組合

発表 5 月中旬入賞者へ通知c

1 務官推薦玉名主万円と冨IJ'賞。特選 2

llíìJ 賞。入選出名、 f表作20名、特別賞

議事推薦ヱ名主万円と冨IJ賞。特選 2 ;f;

賞。入選10名、特別賞20名 c
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つ
わ
こ
う
ど
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い
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く
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(5) 

盤午前10時

離ところ. l 

鞠参加館、難

光芳:伝に適

切、第 2 部

4 月 30 日。

工課内平探

加盟店へo

纏費

名 5 千円と

201霊 e 第 2

5 千円と ílîlJ

事 i 事



地
方
税
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
固
定
一
一
一
一
月
二
十
自
置
で
〉
。

高
護
税
課
税
台
綬
の
縦
覧
務
憶
と
、
同
一
額
酪
定
資
産
税
と
一
都
市
計
蕗
税
の
第
一

間
一
期
分
の
時
間
同
問
娘
が
次
の
と
お
り
か
一
続
分
の
納
期
限
・
五
月
宋
臼
ハ
い
ま

Y
え
い
ず
れ
も
一
カ
月
先
へ
の
び
る
一
ま
で
は
四
月
東
日
〉
。

」
と
に
な
っ
た
の
で
、
ど
注
意
い
た
だ
一
l
!
?
l
L
i

、
ょ
う
税
務
課
で
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
一

-
i
j
i
-
-
2
・
2

器
地
区
築
佑

建
資
産
税
第
一
一
期
分
以
後
の
総
税
額
一
議
活
躍
閣
時
・
瓦
進
委
員
会

聞
は
、
い
ま
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
一
門
代
表
杉
山
太
一
氏
)
と
一
議
盛
岡
生
惰
力
一
市
は
、
二
月
十
四
臼
市
民
セ
ン
タ
ー
抑
制
発
化
に
強
い
関
心
堂
訴
し
、
と
く

な
悼
っ
て
い
ま
す
。
一
会
第
一
広
ハ
代
表
強
古
よ
子
ざ
ん
〉
は
一
に
、
清
掃

a

衛
生
・
美
化
運
動
関
係
者
に
命
感
川
提
紡
園
周
辺
と
禰
南
平
の
蒋

欝
定
資
産
泰
明
台
騒
〈
評
価
)
の
縦
一
環
境
昌
宏
収
入
会
で
表
彰
さ
れ
た
賞
金
を
一
と
各
地
区
住
民
組
織
の
代
表
者
を
招
吉
掃
を
た
び
た
び
行
攻
っ
た
り
、
付
近

~
贈
賄
期
間
・
四
月
一
思
か
ら
閉
山
月
一
一
十
一
山
出
し
合
っ
て
、
須
賀
公
民
館
前
広
場
に
一
「
清
潔
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
の
道
路
・
神
社
の
清
掃
の
ほ
か
、
み

g

ま
で
ハ
い
ま
ま
で
は
一
一
一
月
}
百
}
一
滋
旗
掲
揚
塔
を
立
て
る
こ
と
に
怠
っ
た
一
口

l

ガ
ン
と
ナ
る
潔
境
美
化
大
会
を
関
ん
骨
悼
の
協
力
で
手
裂
の
く
ず
穏
・
灰

一
催
し
ま
し
た

a

国
立
予
防
出
衛
生
研
究
所
周
を
そ
な
え
る
な
ど
の
活
動
を
続
け

一
衛
生
岡
山
虫
部
長
務
比
奈
正
一
一
郎
氏
と
、
お
と
な
た
ち
の
間
に
協
力
者
を
生
む

一
県
美
化
運
動
本
部
主
幹
網
野
義
男
民
の
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

一
講
演
、
映
関
e

き
れ
い
な
陀
に9の
よ
マ
海
地
区
美
佑
捲
進
委
員
会
(
代
表

一
映
な
ど
が
あ
っ
て
誠
会
で
し
た
。
ま
た
、
杉
山
太
一
氏
〉
・
活
発
な
話
し
合
い

一
こ
の
席
上
、
美
化
運
鼠
と
環
筑
衛
生
に
を
も
ち
、
柏
町
山
内
の
環
境
美
化
を
害

責
献
し
た
四
団
体
と
、
優
良
清
掃
事
業
ナ
る
問
題
を
よ
く
つ
か
み
、
他
岡
山
体

従
事
者
一
一
一
名
の
表
彰
管
行
本
い
ま
し
と
よ
く
連
絡
を
と
っ
て
、
着
実
に
成

た
。
被
表
彰
者
次
の
と
お
り

c

果
を
あ
げ
て
き
た
。
飽
の
奨
化
控
進

顔
艶
化
運
動
間
関
係
(
二
部
体
〉
護
の
模
範
で
あ
る
。

マ
金
旭
中
学
校
生
街
会
・
地
域
の
環
瀦
後
続
祷
金
制
間
保
ハ
二
地
区
〉

中

i¥ 

人
少
な
い

い璃撲の

納税貯蓄総合団体を表彰

全戸加入運動続ける

市盈
教市

警「季
実真差
一赤 λ;
た選
ム{乍

;ffi品
L 

(6) 占号

一
市
教
事
塁
は
二
巾
立
小
中
学
授
の
入
学
式
を
四
月
六
回
い
っ
せ
い
に
行
な
う
こ
と
を
哨
一
一

r
定
、
小
学
校
は
午
前
九
時
か
ら
、
中
学
校
は
午
前
十
時
吋
か
ら
関
式
ず
る
と
発
表
し
ま
し
注
~
~

一
一
小
中
学
校
に
新
入
学
す
る
人
は
、
入
学
遜
知
書
、
う
わ
ば
き
を
持
参
の
う
え
、
関
式
ま
え
に
一
一

出
登
校
し
て
く
だ
さ
い
。
各
授
と
ゐ
当
ヨ
午
前
八
時
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
一
一

金

徒

な

所得税の申告と第 3 期分

期限までにお忘れなく
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(7) 

髄ぜ言霊とジフチザヤ壁一事関欝
※時総・午後 E 時分君。 -3時まで J ※5寺題・午前 9時30分-11時およ(ことし中iこ続:ナて 3 聞の接掻が

4 月 15日花水公民館 び午後 1 時吋 3時まで 必要です)。

※時間・午前 9時30サー11時およ 4 月 23日 須賀公民館 <];第 2 期該当児"'Sb和37年 5)ヨ E

び午後時 1-3時まで ※時間・午後 1 時3自分-3 時まで 8-8百和37年10月日1B までに生ま
4 月 16臼 松原公民館 -拘由一世 ! れた子で、昨年春[こ第 1 拶lJ3 自の
※時麹・午後 1 時30分-3献で j 苔臼ぜきとジブデリヤ ; 援種を完了している者(ことし 1 ' 

4 月 17日 富士見公民鎧 :吉田まきとジフチリヤ混合予防銭穏; 砲の接種でよい

※時間 e 午前 9時30分-11時およ;の第2庖包と第 3画自弘次の日程 l 滋料禽・ ひとり 1 自50円 F 

むと午後 1 時~3 跨まで で巡回}実施しまナ。該当児をお持ち j 磁巡回援護白書量

4 月 20臼見総合誌道場 の方fはお忘れなく第2 11ll E!:

※時間・午後 1 持30分-3 時まで{霊童対象j尼.a:第 1 期該当児…SB荊138 3 月 16臼 金笥小学校 土皇室小学校
4 月21臼須賀公民館 年 5 月 18 ...0昭和 38年10月 31日ま 関陣農協

※時間 e 午後 1 時30分-3 時まで l でに生まれた子。以上のほか生後 If lï日 城島公民館

4 月 2沼臼 中原公民館 ( この注射を一度も受けていない子 i 金田公民館

由

、踏倒語

い
く
つ
か
の
夢C脅
安
を
、
た
だ
に
墜
し
、
良
き
友
を
噂
た
戸
)
と
も
従

い
て
仲
間
と
と
も
に
は
い
っ
た
青
年
来
の
白
己
中
心
か
ら
き
ら
に
拐
野
を

学
級
に
、
今
私
は
限
り
な
い
醤
び
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の

感
じ
て
い
る
。
演
劇
活
動
を
と
お
し
こ
と
か
ら
私
は
今
ま
で
に
泊
し
て
臼

て
学
ん
だ
U
Z去
の
し
}
テ

F

主
的
に
、
積
極
的
に

〈
み
で
そ
の
中
で
ゑ
議
務
態

F
Z
世
相
一
円
配
し
、
ま
ら
を

の
人
間
縄
問mは
最
重
品
瀦
綴
鰯
(
ゆ
繍
綴
ず
‘
詰
め
て
い

vこ
う
と
考

F線
機
購
鳴
り
精
魂
竣
警
固
凶

友
人
生
体
験
で
あ
っ
議
綴
鶏
務
局
以
交
え
て
い
る
。
そ
し

た
。
さ
ら
に
初
島
の
ふ
組
綴
総
務
調
調
印

m
m
m潟嘗
て
こ
の
学
級
の
「
広

キ
ャ
ン
プ
。
菅
平
の
三
億
Y
L
h
y
ぎ
に
も
っ
と
そ

ス
キ
i

教
家
な
ど
の
集
部
生
活
は
行
の
友
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

島
の
中
で
人
間
社
会
の
ん
l

ル
を
も
門
麓
業
車
両
年
単
級
金
扇
グ
ル
ー
プ

教
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
出
向
研
修
代
表

a
富
田
俊
明
一
日

平
、
学
級
活
動
で
よ
り
多
く
の
仲
間

39年度青年学級生 4 コース計 400名を募集しま
す。これは、青年学級短輿己主iこもとついて3長年度
から毎年開設してきているもので、いままでに約
2.000名の勤労脅少年が参加していまナ。

難関霊堂ずる青年半級
①産業審年半般・農工業に従事ナる青年男女諸
君を対象とするコース。

②積書韓膏年学級・商業簿記、開業後営などを内
容とするコース。

③文化膏年学級・芸能文化lこ関心のある青年男
女諸君を対象としグループワークを生かして

共同学習を行なうコース。

④家政膏年学級・美容、和濯などのほか、将来
よい主婦となるため予備学習を主とする女性
のた培のコース。

※通信教育履醤青年学級・県立湖南高校通信教

育普通課程の受講者を対象とナるコース。

聾種参加申し込み方法
(A) 各コースとも、 3 月 25日までに市教委社会

教育課iこ申し込むこと。申し込み者相互にでき

けるだけダループをつくり、グループ単位に申
し込んでいただくことを歓迎します。参加者は
住所・氏名希護学級名を明記のこと (B) 募集
定員は、‘⑤コースをのぞき各学級とも 10合名。
(Cl参加資格1-;1:、満25オ以下の市内在住夜勤の
青年男女となたでも

軍軍学級生iこ対する特点
受講桝無制、周鉄線の特別割引乗車ができるほ
か、優良学級主樹立公費をもって篤外視察に派遣
します。以土のほか、野外研修会、スキー、キ
ャンプ、設山などの楽しい富十童書を用意ましてい
す。

鑓応募に関する問い合わせは布教委社会教育蓮華

〈需1920-1300-1350) へ。

春の岩手ちゃん検診

3自年度春季涼ちゃんの検診を次のと

おり行泣いまナ。該当泥をお近くの

会場へ。

重量対象児・沼矛口37年 II月 1 臼一昭和|
38年10月 31日までに生まれた子。 i

瀦巡問責絵日渡… 1 

3 月25白金自出張所 1 

• 26日吉沢小学校土屋小学校

• 27B I鴻崎農協金田公民館

• 30白城島公民館蜜回公民館

• 31日旭公民館

4 月 2 宮田村公民館

※雲寺路・以上各会場とも午後 1 時

30分N午後 3 時まで。

4 月 3 日 !日照之宮公民館

※時間・午前 9時30分-11時およ

び午後 1 時-3時まで。

4 月14B 見附台武道場



(8) 第何事号〈第 3 軽量郵便物認可〉
お、ザコ昭和 3吉年 3 月 10 認

f八棋聖 898 番地〉に移建したの

1 だという伝えもある。山号の高
潔也事5 穂山は!日地の地名かちとったも

:のかとも考えられる。相模I11の
流域は太古の時代から大小の変
化をつづけて宮たので治掃集君事
は常に被害者たるを免れ註かっ
たのである。そんなわけから泉
蔵院の関山大f曽正量車内が応永 9
年Cl402) に率っているのにか

平塚市内の[百八幡村から隣接かわらず現在この寺地にはこれ
l ずる四之宮吉村にかけて真言宗に といっておいものがみあたらな
属ナる寺院集団があった。隅かい。 鷹応 3 年Cl 340) の機関が
ら北にかけて挙げると、泉蔵院ひとつあるくらいのものだ。も

必成事智院・高林寺陪大会寺〈っとも当寺は江戸持Rに数回火

五大窪〕 ー鏡智続・定光院・鹿災にもあっているから古仏iS記
兇主主などである。このうち成事のるいはそのと曹長ったものだ

i 智院は天女 19年 (550) の相模 J ろう。むかしは長 5 尺の薬筋立日
111大洪水のとき寺地の大半をう l 来座像があって境内に薬舗撃を

i しない、つついて数次のとtlzKで建てて安援しであったというが
堂擦を流央したため慶長14年〔これも焼失し「弘法大部館作蓮華
1609) 八婿新鶴(現在の平塚新郎如来J と彫った石標柱だけが
宿)宮前の地に移管、したが、そポツンとおいてあるだけでる
の他は江戸時代末までそのままる。
存在した。しかしいまのこって 泉蔵院は平塚新宿に銭践する
いるのはわずか 3寺でそのうち八幡宮別当等党総(成事智院〉
のひとつが泉蔵院である。 の末寺で八幡宮の供{曽 4 か寺の

主主禄 3 年Cl594) 7 月の相少r!筆頭を兼ね御朱師[10あのうち年

大中郡八幡村節警塁打水量屋iこは「 々 3 石の配当を受けていた。ま

せんぞ3坊J と載っていてどう た八幡村の牛車買天明社(八坂神

やら号室高閣にあった成事智腕の社)を始め各社を管学し仲々滋

塔顕であったらしい。この泉蔵振りのよい寺であったことが僅

院も洪水の警をうけて現在の地か君主記録から判断される。
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あなたの知る範践に、よ

い行ないをした背骨年

(20才まで)がいたら、氏
名年令・住所・学校ま

たは勤務先・推薦議由を

お知らせください。推薦

者的住所氏名も明記のニ

と。日限をといません。
広〈市民的推擦をおまち
L ます。

洪水火災で古仏を失なってlお、るが …!日八犠村と隠

之箆村にあった爽審議茶の等鶴築盛のひとつ泉臨続


